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　平成26年度 (第10回 ) 受賞者と受賞研究題目は次の通
りである．













　昨年 (平成25年6月28日 ) に開催された総会でのご
報告以降にご就任された評議員は
　学外 ) 久慈一英教授 (埼玉医科大学国際医療センター ) 
 高味良行教授 (関西医科大学附属滝井病院 ) 
 長谷川　稔教授 (福井大学 ) 
　学内 ) 蒲田敏文教授 (経血管診療学 ) 
 後藤典子教授 (がん進展制御研究所
 　　　　　　  分子病態研究分野 ) 
 崔　吉道教授 (医療情報統御学 ) 
 篁　俊成教授 (包括的代謝学 ) 
 谷口　巧教授 (機能回復学 ) 
 原田憲一教授 (形態機能病理学 ) 
 藤原　浩教授 (分子移植学 ) 　が就任された．
　3) 定年・退任評議員について
　(1) 平成25年12月31日を以て， 
　学内 ) 小泉順二先生 (総合診療部 ) 
 中沼安二先生 (形態機能病理学 ) 
 宮本謙一先生 (医療情報統御学 ) 
 山本　健先生 (機能回復学 ) 
 山本健一先生 (がん進展制御研究所
 　　　　　　  細胞分子病態学 ) 
 藤田信一先生 (保健学  病態検査学 ) 
　学外 ) 油野民雄先生 (旭川医科大学 ) 
　　　　小林哲郎先生 (山科大学 ) 
　　　　谷　徹先生 (滋賀医科大学 ) 　定年となった
　(2) 定年評議委員のうち，中沼安二先生，山本健一先
生が名誉会員となった．
　(3) 伊藤隆司先生 (東京大学 )，中西義信先生 (薬学系　
生体防御応答学 ) は退任 (辞意 ) された．
　3．会議開催日 (平成25年 ) について
　総会・学術集会は6月28日 (詳細は十全医学会雑誌












(原著 ) 3編，総説11編 (うち高安賞3編，十全医学賞1編 )，
研究紹介4編，修士論文要約2編，見聞記2編，留学報告
2編，学会開催報告6編であった．
 (文責：庶務担当理事  中村裕之 )
金沢大学十全医学会総会・学術集会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　平成26年6月24日 (火 ) 12 : 40～17 : 45
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　金沢大学十全講堂
【総会報告】
　平成 26年度  十全医学会総会次第
 Ⅰ・会　　長　　挨　　拶
 Ⅱ・庶　　務　　報　　告

















































































合物の混合溶液を用いて nuclear magnetic resonance法
図：Aβ凝集モデル
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GABAの再取り込みを行う GABA transporter-1 (GAT1)
の発現低下が存在することを報告してきた (文献 1)．さ
らに患者ではγオシレーションの異常が多く報告され
ていることから (文献 2)，統合失調症では PVニューロ
ンの機能変化がニューロン活動の同期化の低下をもたら
し，γオシレーションの異常や認知機能障害に関与して
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